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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】

　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

電線「接続時」
インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

　設計しています。
省

スペース

　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】
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小
さ
な
容
器
に
ご
は
ん
と
お
か
ず
を

詰
め
込
ん
だ
「
お
弁
当
」
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
表
現
し
た
「
キ
ャ
ラ
弁
」
か

ら
、
か
わ
い
ら
し
く
盛
り
付
け
た
「
デ

コ
弁
」
、
は
た
ま
た
茶
色
の
食
材
を
中

心
と
し
た
、
手
抜
き
だ
け
ど
そ
れ
が
味

わ
い
を
醸
し
出
す
「
地
味
弁
」
な
ど
、

そ
の
進
化
や
広
が
り
は
す
さ
ま
じ
い
。
お
弁
当

は
日
本
で
は
当
た
り
前
の
食
文
化
だ
が
、
海

外
、
特
に
欧
米
で
は
こ
う
し
た
形
式
は
珍
し
い

よ
う
で
、
お
弁
当
は
日
本
文
化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

を
表
し
て
い
る
な
ど
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

▼
ま
た
日
本
庭
園
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の

な
か
で
、
池
を
中
心
に
、
土
を
盛
っ
て
築
山
を

作
り
、
岩
や
石
、
草
木
を
配
し
て
自
然
な
山
河

の
様
子
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ
イ
ズ
で
再
現
し
て
い

る
。
西
洋
庭
園
は
、
噴
水
を
作
り
、
水
路
を
通

し
、
草
木
も
人
の
手
で
整
え
ら
れ
、
広
い
敷
地

を
人
工
的
な
美
し
さ
で
統
一
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
自
然
の
ま
ま
を
生
か
す
の
は

日
本
独
特
の
も
の
ら
し
く
、
海
外
の
観
光
客
か

ら
も
人
気
と
な
っ
て
い
る
▼
両
者
に
共
通
す
る

の
は
、
限
ら
れ
た
狭
く
小
さ
な
空
間
に
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
配
置
し
、
そ
れ
を
調
和
さ
せ
て
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
。
日
本
の
国
土
は
そ
れ
な

り
の
サ
イ
ズ
は
あ
る
が
、
山
が
多
く
、
人
が
住

め
て
田
畑
に
も
し
や
す
い
平
野
は
少
な
い
。
そ

れ
で
い
て
人
口
密
度
は
高
く
、
空
間
は
有
限

で
、
そ
れ
を
活
用
す
る
の
が
当
た
り
前
の
な
か

で
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
影
響

が
お
弁
当
や
日
本
庭
園
に
も
影
響
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
軽
自
動
車
や
か
つ
て
の
小
型
筐
体

に
多
機
能
を
詰
め
込
ん
だ
携
帯
電
話
な
ど
も
そ

の
延
長
線
上
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
収
納
術

で
世
界
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
人

も
い
る
▼
「
何
事
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、

そ
の
上
で
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
」
と
い
う
感
性

は
、
日
本
が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
こ
に

日
本
品
質
が
加
わ
る
こ
と
で
、
小
型
で
高
信
頼

性
と
い
う
価
値
が
生
ま
れ
る
。
人
や
土
地
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
材
料
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
無
尽
蔵

に
使
え
る
時
代
は
と
う
の
昔
に
終
わ
っ
た
。
限

ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
い
か
に
成
果
を
高
め
る
か

が
問
わ
れ
る
、
こ
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
重
視
の
時

代
、
少
な
い
リ
ソ
ー
ス
で
機
能
を
発
揮
で
き
る

日
本
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
浮
上
で
き
る
筋
道

は
あ
る
は
ず
だ
。

日本の当たり前は海外の驚き・非常識　小型・コンパクトで再び勝負を挑め

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
７
７
号
は
９

月
11
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

ロボットフレンドリー環境構築支援事業の間接補助事業実施先

提案分野 実施予定先企業

1 施設管理 タップ

2 施設管理 京都大学医学部附属病院（幹事組織）日本シューター

3 施設管理 Octa Robotics

4 施設管理 エイム・テクノロジーズ（幹事会社）コムシス情報システム

5 施設管理 リージョナルクリエーション長崎（幹事会社）戸田建設

6 食品分野 一般社団法人日本惣菜協会（幹事組織）デリモ、マックスバリュ東海、ジ
ャンボリアヒライ、ホームデリカ、阪急デリカ魚宗フーズ、三和製玉

日本製半導体製造装置　販売高（３カ月平均）

販売（３カ月平均） 前月比 前年比
2024年2月 3174億1800万円 0.8% 7.8%
2024年3月 3656億8000万円 15.2% 8.5%
2024年4月 3891億0600万円 6.4% 15.7%
2024年5月 4009億5400万円 3.0% 27.0%
2024年6月 3439億9000万円 -14.2% 31.8%
2024年7月 3480億9200万円 1.2% 23.6%

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２０２４

11
月
５
日
か
ら
開
幕

２
日
か
ら
事
前
入
場
登
録

ロ
ボ
フ
レ
環
境
構
築
支
援
事
業

補
助
金
交
付
先
が
決
定

食
品
分
野
１
件
、施
設
管
理
５
件

　
世
界
最
大
級
の
工
作
機
械

見
本
市
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２

０
２
４
（
第
32
回
日
本
国
際

工
作
機
械
見
本
市
）
」
（
主

催
：
一
般
社
団
法
人
日
本
工

作
機
械
工
業
会
／
株
式
会
社

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
が
、

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
11
月

10
日
（
日
）
ま
で
の
６
日

間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に

て
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
９
月
２
日
か
ら
事
前

入
場
登
録
を
開
始
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
４

は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
全

館
（
東
・
西
・
南
展
示
棟
）

を
利
用
し
、
総
展
示
場
面
積

11
万
８
５
４
０
平
方
㍍
で
開

催
す
る
。
出
展
規
模
は
１
０

１
９
社
５
７
２
６
小
間
（
国

内
７
９
４
社
５
２
１
３
小

間
、
海
外
２
２
５
社
５
１
３

小
間
）
で
、
過
去
最
大
規
模

の
出
展
小
間
数
。
ブ
ー
ス
配

置
は
、
主
な
出
展
製
品
ご
と

に
国
内
外
の
出
展
企
業
を
配

置
す
る
類
別
展
示
と
な
る
。

　
南
展
示
棟
１
階
で
は
、
特

別
併
催
展
と
し
て
、
Ａ
Ｍ
／

３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
関
連

製
品
・
技
術
を
集
め
た
「
Ａ

ｄ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ

ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　

Ａ
ｒ
ｅ
ａ
　
ｉ
ｎ
　
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
２
４
」
を
実
施

す
る
。
ブ
ー
ス
展
示
の
ほ

か
、
主
催
者
セ
ミ
ナ
ー
会
場

で
は
日
替
わ
り
で
Ａ
Ｍ
・
３

Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
予
定
。

　
ま
た
、
南
４
ホ
ー
ル
で

は
、
文
系
・
理
系
を
問
わ

ず
、
幅
広
く
学
生
を
対
象
と

し
た
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
エ
リ

ア
」
を
新
設
す
る
。
次
世
代

を
担
う
学
生
と
出
展
者
を
つ

な
ぎ
、
も
の
づ
く
り
へ
の
興

味
喚
起
と
、
将
来
の
進
路
選

択
の
参
考
や
就
職
活
動
に
役

立
つ
情
報
提
供
を
行
う
。
工

作
機
械
業
界
へ
の
知
見
を
深

め
ら
れ
る
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
す
る
企
画
展
示
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｔ

Ｈ
Ｋ
、ト
ヨ
タ
、Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど
登
壇

　
会
期
を
通
じ
て
講
演
・
セ

ミ
ナ
ー
が
多
数
予
定
さ
れ
て

お
り
、
開
催
初
日
の
11
月
５

日
に
は
、
基
調
講
演
と
し

て
、
「
も
の
づ
く
り
に
夢

を
！
Ｔ
Ｈ
Ｋ
が
挑
戦
す
る
新

発
想
Ｅ
Ｖ
」
と
題
し
、
Ｔ
Ｈ

Ｋ
代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

寺
町
彰
博
氏
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｍ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
中

村
史
郎
氏
が
講
演
を
行
う
。

ま
た
特
別
講
演
で
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ

ｕ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｆ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

河
合
満
氏
、
前
田
建
設
工
業

Ｉ
Ｃ
Ｉ
総
合
セ
ン
タ
ー
執
行

役
員
Ｉ
Ｃ
Ｉ
総
合
セ
ン
タ
ー

長
岩
坂
照
之
氏
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
有
人
宇
宙
技
術
セ
ン
タ

ー
技
術
領
域
主
幹
大
塚
聡
子

氏
が
登
壇
す
る
。

　
さ
ら
に
、
工
作
機
械
業
界

を
中
心
と
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ

（
ジ
ム
ト
フ
・
イ
ン
サ
イ

ツ
）
」
を
公
開
し
て
お
り
、

会
期
中
に
は
南
４
ホ
ー
ル
の

多
目
的
ス
テ
ー
ジ
で
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
と
連
動
し
た
企
画

を
実
施
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｅ
Ｖ
投
資
牽
引

製
造
業
投
資
も
順
調
に
回
復

日本政策投資銀行、2024年度設備投資計画調査

国内設備投資は3年連続増加
　
２
０
２
４
年
度
の
大
企
業

の
国
内
の
設
備
投
資
は
、
前

年
比
21
・
６
％
増
と
大
幅
増

が
見
込
ま
れ
、
１
９
８
０
年

代
以
降
で
は
２
０
２
２
年
度

の
26
・
８
％
に
次
ぐ
高
い
伸

び
と
な
る
と
予
測
し
て
い

る
。

　
製
造
業
の
投
資
は
堅
調
に

回
復
し
て
お
り
、
２
０
２
３

年
度
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０

１
９
年
度
を
超
え
、
２
０
２

４
年
度
も
７
％
ほ
ど
上
回
る

見
通
し
。
電
気
機
械
や
化
学

・
非
鉄
な
ど
の
素
材
産
業
で

半
導
体
の
製
造
能
力
増
強
に

向
け
た
設
備
投
資
が
継
続

し
、
自
動
車
の
電
動
化
対
応

に
よ
っ
て
電
池
や
電
磁
鋼
板

も
投
資
が
期
待
さ
れ
る
。
再

エ
ネ
、
省
エ
ネ
導
入
需
要
は

続
き
、
再
エ
ネ
向
け
送
配
電

網
強
化
へ
の
投
資
も
出
て
き

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
は
、
「
２
０
２
４
年
度
設
備
投

資
計
画
調
査
」
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
大
企
業
の
２

０
２
４
年
度
の
国
内
設
備
投
資
は
３
年
連
続
の
増
加
と

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

で
伸
び
が
拡
大
。
欧
州
は
素

材
関
連
の
化
学
は
増
加
す
る

が
、
全
体
と
し
て
の
伸
び
は

鈍
化
す
る
見
通
し
。

　
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
と
い
っ
た
ト
レ
ン
ド
に
対

す
る
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
は
34

・
０
％
増
の
計
画
。
製
造
業

は
19
・
５
％
増
で
、
輸
送
機

械
で
デ
ー
タ
一
元
管
理
な
ど

の
投
資
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
非
製
造
業
は
46
・
９
％

と
高
い
伸
び
で
、
卸
売
り
小

売
業
で
の
Ｅ
Ｃ
イ
ン
フ
ラ
拡

充
、
電
力
・
ガ
ス
の
遠
隔
保

守
管
理
、
運
輸
で
の
顧
客
対

応
や
倉
庫
の
自
動
化
な
ど
の

計
画
が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
活
用
も
高
ま
っ
て
お

り
、
多
く
の
企
業
で
議
事
録

作
成
や
業
務
効
率
化
で
の
活

用
が
挙
が
り
、
製
品
検
査
や

　
地
域
別
の
設
備
投
資
の
状

況
は
、
全
国
で
20
・
６
％
増

の
大
幅
増
を
見
込
む
。
全
て

の
地
域
で
増
加
し
、
特
に
北

海
道
や
北
関
東
甲
信
、
首
都

圏
、
東
海
は
20
％
以
上
の
高

い
伸
び
。

　
北
海
道
は
発
送
電
設
備
の

更
新
が
あ
る
電
力
や
新
規
物

件
取
得
の
あ
る
不
動
産
、
輸

送
機
械
な
ど
が
牽
引
役
と
な

り
53
・
９
％
増
。
東
北
は
Ｅ

地
域
別
は
北
海
道
、関
東
、

東
海
地
方
が
高
い
伸
び

創
薬
、
空
調
や
配
車
最
適
化

な
ど
の
高
付
加
価
値
化
に
向

け
た
活
用
も
出
て
い
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
、
全
体
の
設
備
投
資
に
占

め
る
脱
炭
素
関
連
投
資
の
割

合
は
前
年
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、
「
な
し
」
が
40
％
、

「
０
〜
５
％
」
が
23
％
、

「
５
〜
10
％
」
が
19
％
と
な

っ
て
い
る
。

が
あ
り
９
・
５
％
増
。
北
関

東
甲
信
は
電
気
機
械
、
化

学
、
輸
送
用
機
械
、
精
密
機

械
、
電
力
の
投
資
が
堅
調
に

続
き
43
・
０
％
増
。
首
都
圏

は
化
学
、
都
心
再
開
発
や
物

流
施
設
新
設
が
あ
る
不
動

産
、
運
輸
な
ど
を
中
心
に
32

・
９
％
増
、
北
陸
は
５
年
ぶ

り
の
増
加
と
な
る
９
・
０
％

増
。
東
海
は
電
動
化
投
資
が

増
加
す
る
輸
送
機
械
、
化
学

な
ど
で
半
導
体
関
連
な
ど
へ

の
投
資
も
増
加
し
て
22
・
６

％
増
。
関
西
は
新
線
や
沿
線

開
発
が
旺
盛
な
運
輸
、
製
薬

や
脱
炭
素
関
連
に
取
り
組
む

化
学
、
非
鉄
金
属
が
引
っ
張

り
11
・
０
％
増
。
中
国
は
脱

炭
素
や
工
場
新
設
の
あ
る
化

学
、
輸
送
用
機
械
の
大
幅
投

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に
向

け
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
・
導

ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
環
境
構

築
支
援
事
業
）
に
か
か
わ
る

間
接
補
助
事
業
者
に
つ
い

て
、
実
施
先
が
決
定
し
た
。

　
同
事
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
が
進
ん
で
い
な
い
サ
ー

ビ
ス
分
野
や
三
品
産
業
分
野

等
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、

ユ
ー
ザ
ー
側
の
既
存
の
業
務

プ
ロ
セ
ス
や
施
設
環
境
等
を

見
直
す
こ
と
を
前
提
と
し

た
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
環
境
」
を
構
築
す
る

た
め
の
開
発
を
行
う
事
業
者

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
と
な
る
。

　
食
品
分
野
に
お
け
る
日
本

惣
菜
協
会
（
幹
事
組
織
）
や

デ
リ
モ
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

東
海
ら
９
社
に
よ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
施
設
管

理
分
野
で
タ
ッ
プ
、
京
都
大

学
医
学
部
付
属
病
院
、
Ｏ
ｃ

ｔ
ａ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ

な
ど
６
件
が
選
出
さ
れ
た
。

て
い
る
。

　
非
製
造
業
で
は
、
人
流
拡

大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
を

受
け
た
空
港
機
能
の
増
強

や
、
ホ
テ
ル
や
娯
楽
施
設
の

増
加
、
都
心
再
開
発
の
継
続

な
ど
で
設
備
投
資
が
発
生
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
海
外
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
４
年
度
は
21
・

３
％
増
と
高
い
伸
び
が
続

く
。
北
米
は
22
・
０
％
増

で
、
自
動
車
の
ほ
か
、
天
然

ガ
ス
や
水
素
な
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
が
高
い
伸
び
。
中
国

を
除
く
ア
ジ
ア
は
21
・
２
％

増
で
、
自
動
車
、
不
動
産
で

増
加
、
中
国
は
７
・
４
％
増

６
日
愛
知
県
岡
崎
市
で
開
催

ベ
ト
ナ
ム
に
生
産
子
会
社

グ
ロ
ー
バ
ル
強
化
図
る

アズビル
　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
の
生
産
・
調
達
体
制
の

整
備
・
強
化
を
図
る
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ン
イ
エ
ン
省

に
生
産
子
会
社
、
ア
ズ
ビ
ル

ベ
ト
ナ
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
設
立
す
る
。

　
同
社
は
、
電
動
弁
、
流
量

計
等
の
電
子
機
器
の
製
造
、

修
理
、
販
売
等
を
担
い
、
中

国
の
大
連
市
、
タ
イ
の
チ
ョ

ン
ブ
リ
ー
県
に
続
く
新
た
な

海
外
生
産
拠
点
で
あ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
生
産
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
生

産
能
力
の
増
強
を
図
り
、
競

争
力
向
上
の
た
め
の
コ
ス
ト

削
減
、
持
続
的
な
製
品
供
給

に
向
け
た
適
切
な
生
産
体
制

を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
近
年

懸
念
さ
れ
る
地
政
学
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
強
化
策
と
し
て

も
位
置
付
け
て
い
る
。

　
中
西
電
機
工
業
は
、
９

月
６
日
に
愛
知
県
岡
崎
市

の
岡
崎
中
央
総
合
公
園
総

合
体
育
館
で
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
展
「
ナ
カ
ネ
ッ
ト
展
示

会
２
０
２
４
ｉ
ｎ
岡
崎
」

を
開
催
す
る
。

　
「
進
化
し
た
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
未
来
を
切
り
拓

く
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ｆ

Ａ
メ
ー
カ
ー
１
３
７
社
の

最
新
技
術
が
集
結
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
も
６
講
演
を
予

定
し
て
い
る
。

SEAJ、2024年7月度
日本製半導体製造装置 販売高（３カ月平均）

前年2割増の3481億円

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
（
日
本
半
導
体

製
造
装
置
協
会
）
は
、
２
０

２
４
年
７
月
度
の
日
本
製
半

導
体
製
造
装
置
の
販
売
高

（
３
カ
月
平
均
　
速

報
値
）
を
ま
と
め
、

輸
出
を
含
む
７
月
の

日
本
製
半
導
体
製
造

装
置
の
販
売
高
は
３

４
８
０
億
９
２
０
０

万
円
と
な
り
、
前
月

比
１
・
２
％
増
、
前

年
同
月
比
で
も
23
・

６
％
増
と
な
り
、
景

気
回
復
の
傾
向
を
の

ぞ
か
せ
た
。

　
ま
た
日
本
製
Ｆ
Ｐ

Ｄ
製
造
装
置
の
販
売

高
は
３
１
１
億
６
７

０
０
万
円
と
な
り
、

前
月
比
７
・
８
％

新
社
長
に
吉
野
氏

フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
は
、
９
月
２
日
付
け
で

新
た
な
代
表
取
締
役
と
し
て

吉
野
博
通
氏
が
就
任
し
た
。

米
・
オ
ハ
イ
オ
州

新
事
務
所
を
開
設

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
米

国
の
オ
ハ
イ
オ
州
に
サ
ン
ワ

テ
ク
ノ
ス
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ

イ
オ
事
務
所
を
開
設
し
た
。

　
オ
ハ
イ
オ
州
と
近
隣
地
域

の
既
存
客
先
へ
の
地
域
密
着

に
よ
る
深
耕
、
現
地
企
業
の

新
規
開
拓
に
よ
る
さ
ら
な
る

事
業
拡
大
を
目
的
と
す
る
。

入
し
や
す
い
環
境
構
築
を
支

援
す
る
、
２
０
２
４
年
度
の

革
新
的
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発

等
基
盤
構
築
事
業
（
ロ
ボ
ッ

Ｖ
や
医
薬
品
向
け
需
要
に
よ

る
化
学
の
工
場
新
設
・
増
強

減
、
前
年
同
月
比
60
・
３
％

増
と
な
っ
た
。

資
に
よ
り
13
・
６
％
増
。
四

国
は
脱
炭
素
や
能
力
増
強
を

図
る
非
鉄
金
属
、
紙
パ
ル
プ

に
よ
り
14
・
４
％
増
。
九
州

は
精
密
機
械
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
投
資
が
あ
る
電
力

な
ど
で
２
・
２
％
増
と
な
っ

て
い
る
。

中西電機工業
プライベート展



２０２４年（令和６年）９月４日　　　（2）

　
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
黎
明
期

に
は
Ｆ
Ａ
営
業
に
と
っ
て
盤
メ

ー
カ
ー
は
大
き
な
存
在
で
あ
っ

た
。
当
初
は
受
配
電
盤
、
分
電

盤
、
動
力
盤
が
主
で
あ
り
、
制

御
盤
は
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
制
御
盤
用
モ
ー
タ
を

入
／
切
す
る
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
型
リ
レ

ー
で
制
御
回
路
が
組
ま
れ
て
い

た
。

　
プ
ラ
グ
イ
ン
小
型
リ
レ
ー
が

発
売
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た

か
ら
盤
メ
ー
カ
ー
で
は
ま
だ
な

じ
み
が
薄
く
、
ソ
ケ
ッ
ト
込
み

の
価
格
は
割
高
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
時
期
の
盤

メ
ー
カ
ー
需
要
は
国
内
の
イ
ン

フ
ラ
設
備
が
大
半
で
あ
っ
て
、

製
造
業
の
Ｆ
Ａ
需
要
は
少
な
い

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
初

の
Ｆ
Ａ
営
業
は
現
在
の
Ｆ
Ａ
営

業
の
売
り
込
み
活
動
と
同
様
に

カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し
、
商
品
の

使
い
方
や
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
売
り
込
む
営
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
販
売
商
品
の
種
類
は
少

な
く
、
盤
メ
ー
カ
ー
の
制
御
盤

需
要
が
少
な
い
こ
と
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
を
積
極
的
に
や
っ
て
い
る

現
場
は
少
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

売
り
上
げ
拡
大
を
す
る
に
は
商

品
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
売
り
込
み

営
業
で
は
限
界
が
あ
っ
た
。
販

売
員
は
商
品
売
り
込
み
活
動
が

う
ま
く
行
か
な
く
て
も
、
そ
の

顧
客
が
作
っ
て
い
る
製
品
の
ど

こ
か
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

す
る
箇
所
は
な
い
か
、
製
造
現

場
の
ど
こ
か
に
自
動
化
す
る
箇

所
は
な
い
か
、
と
探
り
を
入
れ

た
。

　
Ｆ
Ａ
営
業
は
１
９
６
０
年
代

か
ら
70
年
代
の
成
長
期
に
新
規

の
顧
客
を
拡
大
し
な
が
ら
顧
客

と
一
緒
に
な
っ
て
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
す
る
箇
所
を
徐
々
に

増
や
し
た
。
そ
の
よ
う
な
活
動

は
結
果
と
し
て
Ｆ
Ａ
の
技
術
を

進
展
さ
せ
た
。

　
そ
の
結
果
、
位
置
の
制
御
だ

け
で
な
く
、
時
間
制
御
、
レ
ベ

ル
制
御
、
計
数
制
御
、
温
度
や

圧
力
制
御
の
機
器
が
発
売
さ
れ

て
当
初
ニ
ッ
チ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

だ
っ
た
Ｆ
Ａ
が
現
在
の
よ
う
な

大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
成
長
し

た
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
見
て
み
る

と
Ｆ
Ａ
営
業
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
拓
す
る
基
盤
が
あ
る
。
Ｆ

Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
来
上
が
っ

た
現
状
で
は
商
品
拡
販
力
や
顧

客
開
拓
力
に
は
力
を
入
れ
て
い

る
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
力
の
影

は
薄
く
な
っ
て
い
る
。
大
き
く

な
っ
た
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
け

ん
引
す
る
Ｆ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー

は
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
技
術
や

Ｉ
Ｔ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術

を
発
展
さ
せ
て
い
く
か
ら
、
高

価
な
商
品
や
高
度
な
シ
ス
テ
ム

受
注
へ
と
向
か
う
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
そ
れ
は
さ
ら
に
大
き

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と
発
展
す

る
。
そ
こ
で
Ｆ
Ａ
黎
明
期
を
振

り
返
っ
て
見
る
と
見
え
て
く
る

も
の
も
あ
る
。
当
初
、
盤
メ
ー

カ
ー
が
リ
レ
ー
で
シ
ー
ケ
ン
ス

回
路
を
組
み
込
む
時
に
動
力
メ

ー
カ
ー
が
作
っ
て
い
る
モ
ー
タ

を
入
／
切
す
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス

イ
ッ
チ
を
使
っ
た
。
こ
の
時
点

で
動
力
メ
ー
カ
ー
は
制
御
用
の

リ
レ
ー
へ
の
進
出
を
考
え
な
か

っ
た
。

　
す
で
に
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
動
力
系
メ
ー
カ
ー
に

は
ま
だ
ニ
ッ
チ
な
制
御
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
見
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
大
手
の
動
力
系
メ
ー
カ
ー

に
代
わ
っ
て
電
気
業
界
で
は
ニ

ッ
チ
な
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
市

場
へ
進
出
し
た
の
が
ベ
ン
チ
ャ

ー
型
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
経
路
を
見
る
と
Ｆ

Ａ
営
業
の
根
底
に
は
ベ
ン
チ
ャ

ー
が
あ
る
の
だ
。

　
大
手
や
中
堅
の
製
造
業
の
現

場
で
は
Ｉ
Ｔ
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
化

が
進
ん
で
先
進
的
な
製
造
現
場

に
な
っ
て
い
く
の
は
見
え
て
い

る
。
そ
れ
で
も
あ
ま
り
付
加
価

値
の
取
れ
な
い
製
品
を
作
る
現

場
を
筆
頭
に
し
て
作
業
者
を
介

在
し
て
生
産
し
て
い
る
中
小
の

現
場
は
多
い
。
人
手
不
足
を
な

げ
く
昨
今
、
自
動
化
を
す
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

は
大
き
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
理
想

通
り
に
や
れ
る
現
場
な
ら
既
に

や
っ
て
い
る
。

　
人
手
不
足
解
消
を
理
想
的
な

自
動
化
で
や
れ
な
く
と
も
工
夫

を
凝
ら
し
た
省
力
化
で
や
る
と

こ
ろ
か
ら
Ｆ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

発
展
し
て
き
た
。
現
在
の
Ｆ
Ａ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
な
潮
流
は

よ
く
見
え
る
が
、
Ｆ
Ａ
の
表
舞

台
で
活
動
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
営
業

に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
あ
る
工
夫
を
凝
ら
す
省

力
化
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
見
え
て

い
な
い
。
Ｆ
Ａ
営
業
の
根
底
に

は
小
さ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
つ

め
て
成
長
さ
せ
よ
う
と
い
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
考
え
方
が
あ
る
。

そ
れ
を
引
き
継
ぐ
の
は
現
場
に

密
着
し
て
い
る
中
小
販
売
店
の

販
売
員
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
営
業
の
根
底
に
小
さ
な
市
場

成
長
を
引
き
継
ぐ
中
小
の
販
売
員

123

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ス
ト
ロ
ー
ク
０
〜
10
㍉

ハ
ン
ド
ラ
装
置
の
Ｚ
軸
に
最
適

ＣＫＤ日機電装 リニアサーボモータ

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
日
機
電
装
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ロ
ー
ク
で
ハ

ン
ド
ラ
装
置
の
Ｚ
軸
に
最
適
な
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

「
ｓ
ｓ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
通
常
動
作
ス

ト
ロ
ー
ク
０
〜
10
㍉
㍍
の
シ

ョ
ー
ト
ス
ト
ロ
ー
ク
の
リ
ニ

ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
。
業
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
電
気
的
時
定

数
特
性
と
高
定
格
推
力
38
Ｎ

で
高
負
荷
で
の
連
続
動
作
が

で
き
、
装
置
の
タ
ク
ト
ア
ッ

プ
を
実
現
。
０
・
１
μ
ｍ
の

高
分
解
能
エ
ン
コ
ー
ダ
を
搭

載
し
、
繰
り
返
し
位
置
決
め

精
度
は
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

０
・
３
μ
ｍ
。

精
密
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
制
御
で

軸
の
精
密
押
し
圧
制
御
が
で

き
、
ワ
ー
ク
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
ず
に
接
触
検
査
が
可
能

ｓ
ｓ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ

Ａ
Ｔ
Ｓ
１
３
０
シ
リ
ー
ズ
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Ｖ
Ｐ
Ｃ
︱
７
２
０

シ
リ
ー
ズ

　
モ
ベ
ン
シ
ス
は
、
ソ
フ
ト

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
」
に
つ
い
て
、

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
な
る
３
・

　
シ
マ
デ
ン
は
、
サ
イ
リ
ス

タ
式
電
力
調
整
器
に
つ
い

て
、
単
相
電
力
調
整
器
「
Ｐ

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
モ
ー
タ
制
御
製

品
の
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
、
「
Ａ
Ｔ
Ｓ
１
３
０

シ
リ
ー
ズ
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
に
追
加
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
ー
は
、

モ
ー
タ
の
始
動
時
と
停
止
時

に
電
圧
を
制
御
し
、
緩
や
か

な
始
動
と
停
止
を
実
現
す
る

製
品
。
始
動
時
の
高
い
電
流

や
機
械
的
シ
ョ
ッ
ク
を
緩
和

し
、
モ
ー
タ
や
機
械
の
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
、
モ

ー
タ
の
速
度
制
御
を
必
要
と

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

省
ス
ペ
ー
ス
化
実
現

ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
ー
に
新
機
種

ソ
フ
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

�

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
登
場

モベンシス

と
な
っ
て
い
る
。
小
型
コ
ン

パ
ク
ト
設
計
で
、
隣
り
合
う

軸
間
を
狭
く
で
き
、
装
置
の

小
型
化
や
設
計
自
由
度
の
向

上
に
も
効
果
的
。
電
子
部
品

の
プ
ロ
ー
ブ
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、
精
密
押
し
圧
制
御
が
必

要
な
装
置
等
に
最
適
と
な
っ

て
い
る
。

低
価
格
で
コ
ン
パ
ク
ト

シ
マ
デ
ン

単
相
電
力
調
整
器

Ｆ
Ａ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

�

パ
ワ
フ
ル
＆
小
型
コンテック

Ａ
Ｃ
11
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発

売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
比
較
的
安
価

な
普
及
価
格
帯
の
電
力
調
整

器
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
体

構
造
で
ス
リ
ム
な
横
幅
を
実

現
し
、
パ
ネ
ル
取
り
付
け
密

度
を
高
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
定
格
電
流
は
20
〜
60
Ａ

ま
で
４
種
類
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
パ
ワ
ー
調
整
機
能
（
内

部
）
を
標
準
装
備
し
、
位
相

制
御
方
式
は
周
波
数
切
り
替

え
付
き
と
な
っ
て
い
る
。

２
８
軸
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と

１
万
点
以
上
の
Ｉ
／
Ｏ
の
完

全
同
期
、高
速
制
御
が
可
能
。

　
今
回
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で

は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
通

信
で
62
・
５
μ
ｓ
通
信
周
期

に
対
応
し
、
よ
り
高
精
細
に

指
令
デ
ー
タ
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｅ

ｃ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
ｇ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ

ｏ
ｒ
な
ど
の
各
種
ツ
ー
ル
や

直
接
フ
ァ
イ
ル
エ
デ
ィ
ッ
ト

す
る
こ
と
で
簡
単
に
設
定
で

き
る
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
（
Ｆ
ｕ

６
Ｕ
１
を
リ
リ

ー
ス
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、

最
先
端
モ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
取

り
入
れ
た
ソ
フ

ト
モ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

で
、
各
種
半
導

体
製
造
装
置
の

制
御
に
最
適
化

さ
れ
、
最
大
１

ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
ｔ
ｙ 

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
　
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の
た
め

の 

ス
レ
ー
ブ
間
通
信
の
自

動
設
定
に
対
応
。
付
属
の
ツ

ー
ル
「
Ｅ
ｃ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
ｇ

ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
（
ｖ
１
・
３

・
０
）
」
か
ら
設
定
で
き

る
。
Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
プ
ロ
ト
コ
ル

で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ス
タ 

（
セ
ー
フ
テ
ィ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ス
レ
ー
ブ
は
、
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
デ
ー
タ
に
埋
め

込
ま
れ
た
安
全
デ
ー
タ （
ブ

ラ
ッ
ク
チ
ャ
ネ
ル
）
を
経
由

し
て
通
信
を
行
い
、
通
信
相

手
は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

の
各
ア
ド
レ
ス
と
は
独
立
し

た
Ｆ
Ｓ
ｏ
Ｅ
ア
ド
レ
ス
で
識

別
さ
れ
る
。

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
第
12
／

13
世
代
イ
ン
テ
ル
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ 

プ
ロ
セ
ッ
サ
対
応
に
対
応
し

た
パ
ワ
フ
ル
で
コ
ン
パ
ク

ト
、
最
長
７
年
の
オ
ン
サ
イ

ト
保
守
が
提
供
可
能
な
Ｆ
Ａ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｖ
Ｐ
Ｃ
―

７
２
０
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
小
さ
な
面
積

で
設
置
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト

サ
イ
ズ
の
幅
２
６
４
×
奥
行

き
２
６
４
×
高
さ
１
１
２
㍉

㍍
な
が
ら
、
省
電
力
・
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
第
13
世

代
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
プ
ロ
セ
ッ
サ
を

搭
載
し
、
従
来
モ
デ
ル
に
比

べ
て
約
２
・
８
倍
の
演
算
処

理
能
力
を
向
上
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
は

Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
ｄ
ｅ
ｄ
タ
イ
プ

を
採
用
し
、
安
定
供
給
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｌ
ｏ
ｗ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ

ｅ
サ
イ
ズ
の
拡
張
ス
ロ
ッ
ト

を
１
ス
ロ
ッ
ト
、
３
つ
の
Ｇ

ｉ
ｇ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
　
Ｌ
Ａ
Ｎ
ポ

ー
ト
、
８
つ
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー

ト
、
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
、
２
つ
の
Ｄ

ｉ
ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
な

ど
を
装
備
し
、
優
れ
た
拡
張

性
。
前
面
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
る
リ
ム
ー
バ
ブ
ル
構
造
の

２
･
５
イ
ン
チ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ａ
ス

ト
レ
ー
ジ
を
採
用
し
、
ミ
ラ

ー
リ
ン
グ
等
の
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
機

能
も
サ
ポ
ー
ト
。

　
製
品
構
成
は
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
注

文
後
組
み
立
て
）
方
式
を
採

用
し
、
最
大
32
Ｇ
Ｂ
の
メ
モ

リ
、
ホ
ッ
ト
ス
ワ
ッ
プ
対
応

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ

（
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
構
成
）
な

ど
を
選
択
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
最
長
７
年
に
わ
た

り
故
障
部
品
交
換
な
ど
の
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
「
オ
ン
サ
イ
ト
保
守
サ
ー

ビ
ス
（
有
料
）
」
も
用
意

し
、
安
心
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

日立エナジー

中電圧機器需要に対応
配電網向け保護リレー

　
日
立
エ
ナ
ジ
ー
は
、
配
電

網
向
け
の
保
護
リ
レ
ー
「
Ｒ

ｅ
ｌ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｒ
Ｅ
Ｆ
６
５

０
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
配
電
自
動
化

と
中
電
圧
機
器
の
需
要
に
対

応
す
る
新
型
リ
レ
ー
。
コ
ン

パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
で
ス
ペ
ー

ス
が
制
限
さ
れ
た
環
境
下
で

の
設
置
に
有
効
。

　
高
い
操
作
性
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
Ｈ
Ｍ
Ｉ
の
タ
ッ
チ
ス

ク
リ
ー
ン
で
機
器
の
状
態
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
電
圧
・
電

流
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
、
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
制
御
が

可
能
。
合
理
化
さ
れ
た
構
成

と
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
り
設
定

変
更
が
容
易
に
な
り
、
試
験

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
セ

ス
を
簡
素
化
で
き
る
。
最
新

の
業
界
標
準
規
格
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
１
８
５
０
Ｅ
ｄ
２
・
１
に

準
拠
。
保
護
リ
レ
ー
設
定
ツ

ー
ル
で
他
社
製
機
器
と
の
連

携
も
可
能
。

　
ま
た
、
ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
で

柔
軟
性
の
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル

設
計
で
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で

機
器
の
交
換
が
で
き
、
設
備

の
稼
働
時
間
増
加
に
貢
献
。

再
設
定
や
拡
張
も
で
き
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
の
導
入
や

設
計
変
更
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
。

し
な
い
機
械
の
コ
ス
ト
削
減

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
広
く
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
　

Ａ
Ｔ
Ｓ
１
３
０
シ
リ
ー
ズ

は
、
定
格
動
作
電
圧
範
囲
は

三
相
２
０
０
〜
４
８
０
Ｖ
、

出
力
範
囲
11
〜
55
　

kW
で
、

コ
ン
ベ
ヤ
や
フ
ァ
ン
、
ポ
ン

プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
な
ど
の

シ
ン
プ
ル
な
ソ
フ
ト
ス
タ
ー

ト
＆
ス
ト
ッ
プ
用
途
に
対

応
。
超
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
に

よ
る
省
ス
ペ
ー
ス
化
、
オ
プ

シ
ョ
ン
不
要
に
よ
る
高
い
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
簡

単
設
定
（
ソ
フ
ト
不
要
）
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。



（3）　　　２０２４年（令和６年）９月４日
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紹介するレポートをはじめ、新製品情報としてマシン
コントローラMPX1012J、トピックスとして、同社の
ロボット技術とアステラス製薬の製薬技術を融合した
細胞医療プラットフォーム構築、中部ロボットセンタ
におけるカーボンニュートラル（CO2排出量ゼロ）達
成、MECHATROLINK協会2024年度総会開催報告
などを取り上げている。

■�アズビル、仕事と介護の両立支援の推進企業と
して「トモニン」取得

　アズビルは、仕事と介護を両立できる職場環境の整
備に取り組んでいる企業として、厚労省が使用を認め
るシンボルマーク「トモニン」を取得した。
　同社では、介護休業制度や短時間勤務制度、ハイブ
リッド勤務（出社勤務・在宅勤務）、フレックス勤
務、時差勤務など、ライフイベントに対応しやすい柔
軟な勤務制度の導入など仕事と介護の両立を支援する
主な取り組みを行っている。

■�アズワンと日立、サプライチェーン最適化シミ
ュレーション基盤構築の検討開始

　理化学機器の総合卸・商社のアズワンと日立製作所
は、サプライチェーン全体の最適化を支援するシミュ
レーション基盤の構築を開始した。
　アズワンは、研究・産業・医療の領域を対象とする
理化学機器の総合卸・商社。国内外4200社のサプラ
イヤーから供給される研究用機器・消耗品、無塵手袋
・工具、病院・介護用品などを扱っており、取扱量は
1000万SKUを超える。2025年度中に社内データと同
基盤を連携させ、全拠点・全品目を対象としたサプラ
イチェーン全体の最適化を目指す。

■�東芝インフラ、電気の地産地消システムが愛媛
県のデジタル実装仮想化プロジェクトに採択

　東芝インフラシステムズは、「V2Xシステムと
Peer to Peer（P2P）電力取引によるスキームを活用
した電気の地産地消」が、愛媛県のトライアングルエ
ヒメ推進事業「デジタル実装加速化プロジェクト」に
採択された。
　プロジェクトでは、電気の地産地消スキーム（城下
町型P2P電力取引モデル）を構築し、実用化に向けこ
のたび実装検証を行う。
　東芝EIコントロールシステム四国事業所をモデル
工場とし、太陽光パネル・蓄電池・EVを直流のまま
接続できるマルチパワーコンディショナ1台を同事業
所に設置してV2Xシステムを構築し、通勤に使うEV
を調整力とすることで、再生可能エネルギーとEVを
効率的に利活用する。
　一方で、TRENDEのP2P電力取引プラットフォー
ムを活用し、同事業所と太陽光発電システムや蓄電池
を設置している一般家庭との間で電力取引を行う。こ
れにより一般家庭などは高く電力を売却でき、電力の
利用者である同事業所は安く電力を調達することが可
能となる。電気の地産地消スキーム（城下町型P2P電
力取引モデル）を構築し、実用化に向けこのたび実装
検証を行う。

■�三菱電機、「国土交通大臣賞」受賞の電子式マ
ルチ指示計器の開発者インタビュー

　三菱電機は、JECA FAIR2024製品コンクールで国
土 交 通 大 臣 賞 を 受 賞 し た 電 子 式 マ ル チ 指 示 計 器
「ME110Gシリーズ」の開発者インタビューを公開
した。
　今回受賞した電子式マルチ指示計器ME110Gシリ
ーズは、技術的観点、社会的貢献度、着想、将来性や
市場性などの観点から高く評価され、受賞を受けて製
品開発部門から製品に対する想いや受賞の感想を語っ
ている。

■�三菱電機、エレベーターがロボットの次の動作
を音声で伝えるHFI機能を開発

　三菱電機は、人とロボットがエレベーターに同乗す
る際、エレベーターがロボットの次の動作を音声情報
で人に伝えるヒューマンファシリティインタラクショ
ン（HFI）機能を、国際電気通信基礎技術研究所と共
同で開発した。ロボットもしくはエレベーターから、
ロボットの動作情報をエレベーターの利用者に直接伝
えることで不安やストレスを軽減する。

■�三菱電機、独・シーメンスエナジーと直流開閉
所と直流遮断器の要件定義に関わる契約を締結

　三菱電機は、ドイツのシーメンス・エナジーと直流
開閉所および直流遮断器の要件定義に関わる契約を締
結した。大規模な再生可能エネルギー資源の効率的な
運用に向けて、複数の直流送電線が連結する多端子高
電圧直流システムの実現を目指すもの。
　HVDCシステムは長距離送電や、洋上風力などの
大規模な再エネ資源の運用において重要性が高まって
おり、直流開閉所と直流遮断器技術の活用によって実
現可能となる多端子HVDCシステムは、より強固で
効率的な電力供給が可能なシステムとして期待されて
いる。

■�安川電機、広報誌「YASKAWA�NEWS」最
新号No.347を発刊

　安川電機は、お客さま向け広報誌として1955年に
創刊し、年4回発行している「YASKAWA NEWS」

最先端の生産フロア自動化システムのデモンストレー
ションが見学できるほか、人手不足や人件費の上昇を
背景にアジア地域でも需要が年々拡大している手挿入
部品の基板組付け工程を自動化する装置も展示してい
る。

セミナー・イベント

■�EPLAN、9月25日�WEBセミナー「新JIS対
応の回路図設計�規格に沿った設計で進める標
準化」

　EPLANは、9月25日13時からWEBセミナー「新
JIS対応の回路図設計　規格に沿った設計で進める標
準化」を開催する。
　電気設計の標準化が進まない……そんなお悩みに対
し、IEC、新JISといった「規格」をテーマにし、
Eplanが国際規格に準拠している箇所、機能を説明す
る。規格に準拠することで得られる具体的なメリット
を理解することができる。

■�IMV、10月17日リアルセミナー「振動試験機
を使用した�ひずみ測定のポイント」開催

　IMVが、10月17日に埼玉県入間市のIMV e-TCJで
ひずみセミナー「振動試験機を使用した　ひずみ測定
のポイント」を開催する。
　セミナーは、実際に振動試験機と取得データを使用
する実践セミナー。実サンプルでのひずみ測定実習、
加速度とひずみ応答の形状確認（同じなのか、違うの
か）、ロゼッタゲージの解析方法の習得などを行う。
費用は3万円。オンライン開催はない。

■�図研、9月12日にオンラインセミナー「3D可
動解析と3D応力解析で実現する次世代ハーネ
ス設計」

　図研は、9月12日にオンラインセミナー「医療機器
・ロボット・精密機械WEBセミナー　経営幹部、シ
ミュレーション責任者が知っておきたい　ケーブルの
動きと応力をリアルに再現！3D可動解析と3D応力解
析で実現する次世代ハーネス設計」を開催する。
　セミナーでは、リコーグループのエトリアによる
IPSケーブルシミュレーションの最新導入事例、ケー
ブルの3D応力解析、可動解析を実現する次世代ケー
ブル解析ソリューションを紹介する。

■�MOXA、9月26日にウェビナー「産業用無線
の今と未来のニーズに応える」開催

　Moxa Japanは、9月26日にウェビナー「産業用無
線の今と未来のニーズに応える！Moxaによる産業用
Wi-Fiソリューション」を開催する。
　ウェビナーでは、工場自動化、医療、交通インフ
ラ、鉱業など、さまざまな産業アプリケーションにど
のような特定のニーズや課題があるか、具体的な導入
事例を通じて、現場で直面する無線通信の課題を解決
する方法を紹介する。

について、最新号
となるNo.347を
発刊した。
　特集は、「2024
国際ウエルディン
グ シ ョ ー 」
「FOOMA JAPA 
N2024」「ROBOT 
TECHNOLOGY 
J A P A N 2 0 2 4 」
「 エ コ テ ク ノ
2024/ロボット産
業マッチングフェ
ア北九州2024」
の展示会の様子を

■�フエニックス・コンタクト、制御盤貫通、パネ
ルマウント周辺製品の特設サイトを公開

　フエニックス・コンタクトは、制御盤貫通、パネル
マウント用のコネクタ、ケーブルなど周辺部品をまと
めた特設サイトをオープンし、無料サンプルをプレゼ
ントしている。
　制御盤、電力監視盤など各種の盤や装置で扉を開け
ることなく通信接続を可能とし、防水・防塵性に優れ
たIP67規格、統一されたコンセプト設計の制御盤貫
通部品を取りそろえており、サイトでは通信用パネル
マウント向けのRJ45、USB、RJ45–M12変換コネク
タ、RJ45パッチケーブルの全ラインアップをまとめ
て紹介している。

■�ワゴジャパン、パワーサプライWAGO�Pro2
の紹介ページをリニューアル

　ワゴジャパンは、世界最高レベルの高変換効率の
WAGO Pro2の紹介ページをリニューアルした。
　制御盤内で消費される電力の約4割はパワーサプラ
イによるものといわれており、これを高変換効率な製
品に置き換えるだけで人もお金も必要以上にかけずに
一定のCO2削減効果を出すことができることを紹介し
ている。

■�カナデン、4コマ漫画劇場「Wi-Fi振動センサ
『コナンエアー』」公開

　カナデンは、同社の取り扱い製品・サービスを4コ
ママンガで分かりやすく紹介する4コマ漫画劇場につ
いて、「Wi-Fi振動センサ『コナンエアー』」を公開
した。

■�福西電機、noteとX（旧twitter）公式アカウ
ントを開設

　福西電機は、メディアプラットフォーム「note」
とX（旧Twitter）に公式アカウントを開設した。同
社をより多くの人に知ってもらい、身近に感じていた
だくための情報発信を目的とし、ありのままの姿や魅
力を発信していく予定としている。

■�たけびし、ホームページをリニューアル
　たけびしは、7月30日にホームページをリニューア
ルした。より見やすく、より快適に利用できるサイト
を目指し、構成やデザインを一新した。

■�FUJI、タイに自動化提案のショールームを開
設

　FUJIは、グループ会社のFUJI MACHINE ASIAの
子会社であり同社の基幹拠点であるタイにオフィスを
構えるFuji Machine（Thailand）の建屋を拡張し新
たなショールーム「Fuji Machine Asia Innovation 
Center」を竣工した。
　ショールームには、最新機種「NXTR」を使った
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情報化社会支える雷害対策機器
　
情
報
化
社
会
で
は
通
信
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

社
会
生
活
を
一
瞬
に
し
て
混
乱
に
陥
れ
る
危
険

性
を
内
包
し
て
い
る
。
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
は
そ
の
及
ぼ
す
範
囲
が

各
段
に
広
が
る
。
こ
う
し
た
電
子
機
器
に
落
雷

が
起
こ
る
と
人
命
や
建
物
損
傷
な
ど
だ
け
で
な

く
、
電
子
機
器
や
生
産
ラ
イ
ン
の
故
障
・
停

止
、
停
電
や
交
通
機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
社
会

全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
計
り
知
れ
な
い
甚
大

な
被
害
を
与
え
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
落
雷
の

被
害
が
及
ぶ
と
、
つ
な
が
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る

機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し
た
り
、
異
常
な
信

号
を
発
す
る
か
ら
だ
。
最
近
は
５
Ｇ
に
代
表
さ

れ
る
無
線
通
信
の
普
及
に
伴
い
、
携
帯
電
話
の

通
信
基
地
局
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
雷
の
目

印
と
も
い
え
る
、
高
い
構
造
物
の
基
地
局
は
落

雷
対
策
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
落
雷
の
対
象
物

は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
雷
被
害
の
防
止
を
図
る

た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
）
な

ど
の
雷
害
対
策
製
品
の
需
要
も
増
加
し
て
い

る
。

　
調
査
会
社
の
資
料
に
よ
る
と
世
界
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

サ
ー
ジ
の
市
場
規
模
は
、
２
０
２
３
年
に
約
23

億
㌦
で
、
30
年
に
は
約
26
億
㌦
に
達
す
る
と
な

っ
て
い
る
。

　
落
雷
対
策
は
従
来
、
避
雷
針
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
近
年
は
電
子
機
器
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
機
器
を
雷
か
ら
保
護
す
る

こ
と
が
主
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
評
価
方
法
が
追
加
さ

れ
、
電
源
用
と
通
信
・
信
号
回
線
用
な
ど
の
用

　
雷
が
多
く
発
生
す
る
時
期
が
続
い
て
い
る
。
昨
今
は
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
雷
が
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
電
子
機
器
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
雷
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
進
む
中
で
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
電
子
機
器
は
雷

か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
落
雷
を
受
け
や
す
い
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
基
地
局
や
風
力
発

電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
落
雷
し
や
す
い
高
い
構
造
物
も
増
え
て
お
り
、
同
時
に
雷
が
発
生
し
や
す

い
気
象
現
象
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
方
で
、
落
雷
を
防
止
し
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
の
機

器
開
発
や
対
応
策
も
進
ん
で
い
る
。
雷
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策
に
は
各
種
の
方
法
が
あ

り
、
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
雷
発
生
の
時
間
、
場
所
の
予
想
な
ど
、
雷
害
防
止
に
向
け
た
各

種
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
つ
つ
あ
り
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

雷害低減へハード・ソフトで取り組み

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
進
む
Ｓ
Ｐ
Ｄ

途
や
、
サ
ー
ジ
の
種
種
類
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
ク
ラ
ス
選
定
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
落
雷
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
雷
撃
の
種
類

に
応
じ
た
対
策
が
必
要
だ
。
雷
撃
の
種
類
は

大
き
く
「
直
撃
雷
」
「
誘
導
雷
」
「
逆
流

雷
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
直
撃
雷
は
一
般
的
な
落
雷
で
、
雷
放
電
に

よ
る
電
流
の
大
部
分
が
人
体
や
建
築
物
・
樹

木
な
ど
を
通
過
し
て
、
人
命
を
奪
っ
た
り
、

機
械
設
備
の
破
壊
、
火
災
の
発
生
な
ど
被
害

を
及
ぼ
す
。

　
誘
導
雷
は
、
電
源
線
・
通
信
線
や
ア
ン
テ

ナ
な
ど
雷
電
流
か
ら
の
電
磁
誘
導
に
よ
っ
て

発
生
す
る
高
電
圧
で
、
機
器
な
ど
を
破
壊
す

る
。
お
お
か
た
の
雷
害
は
誘
導
雷
に
よ
る
も

の
で
、
被
害
が
増
え
て
い
る
。
通
信
設
備
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
破
壊
し
、
電
源
系
間

で
被
害
が
及
ぶ
こ
と
も
多
い
。

　
逆
流
雷
は
、
建
造
物
へ
の
雷
撃
時
に
接
地

抵
抗
が
十
分
な
低
さ
で
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
電
源
を
供
給
し
て
い
る
電
源
線
や
通
信

線
な
ど
に
雷
電
流
の
一
部
が
逆
電
流
と
な
っ

て
流
れ
る
も
の
で
、
山
頂
負
荷
供
給
配
電
線

な
ど
で
被
害
が
多
く
な
る
。

　
直
撃
雷
に
は
、
避
雷
針
な
ど
で
構
成
す
る

「
外
部
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
が
有
効
で
あ
る

が
、
誘
導
雷
に
は
磁
気
を
遮
断
し
て
対
象
物

を
保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
、
逆
流
雷
に
は
雷
撃

場
所
の
接
地
抵
抗
値
を
低
減
す
る
耐
雷
ト
ラ

ン
ス
や
ク
ラ
ス
Ⅰ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置
が
有
効
と

な
る
。

　
落
雷
時
の
電
圧
は
、
２
０
０
万
Ｖ
〜
10
億

Ｖ
、
電
流
は
１
０
０
０
Ａ
〜
50
万
Ａ
に
も
達

し
、
大
電
流
自
体
が
被
害
を
与
え
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
電
流
に
よ
り
発
生
す
る

強
烈
な
電
磁
や
蓄
積
さ
れ
た
電
荷
に
よ
り
、

電
気
・
機
械
・
通
信
設
備
や
装
置
な
ど
が
損

傷
す
る
。

　
さ
ら
に
大
電
流
に
伴
う
２
次
的
な
被
害
が

加
わ
る
。
特
に
通
信
に
依
存
す
る
今
の
時
代

は
、
通
信
設
備
の
ダ
ウ
ン
は
、
機
器
の
損
傷

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
の
被
害
を
も
た

ら
す
。
そ
の
た
め
、
通
信
設
備
に
対
し
て
も

よ
り
一
層
の
雷
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
落
雷
に
よ
っ
て
生
じ
る
火
災
や

建
物
の
破
壊
、
人
身
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

高
さ
20
㍍
を
超
え
る
建
築
物
に
は
雷
を
受
け

る
受
雷
部
の
設
置
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
は
、
直
撃
雷
か
ら
建
物

や
人
を
保
護
す
る
た
め
に
受
雷
部
と
引
き
下

げ
導
線
、
接
地
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
「
外
部

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
と
、
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
安
全
離
隔
距
離
の
確
保
を
含
む
「
内

部
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
と
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
落
雷
を
受
け
て
も
雷
撃
電

流
を
安
全
に
大
地
に
逃
が
す
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　
ま
た
、
雷
保
護
設
備
へ
の
雷
撃
に
対
す
る

保
護
角
は
、
建
築
物
の
規
模
、
高
さ
、
周
辺

の
地
形
、
建
築
物
・
樹
木
な
ど
の
有
無
、
雷

電
流
の
大
き
さ
な
ど
の
要
因
で
変
わ
る
。
高

い
建
築
物
に
受
電
部
を
設
置
す
る
際
の
雷
保

護
方
法
に
は
、
「
保
護
角
に
よ
る
方
法
」
と

「
メ
ッ
シ
ュ
法
」
が
あ
り
、
単
独
、
お
よ
び

組
み
合
わ
せ
で
対
応
し
て
い
る
。

　
雷
害
対
策
機
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
落
雷
被
害
を
想
定
し
、
系
統
安
全
、
外

部
雷
保
護
、
内
部
雷
保
護
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
箇
所
で
雷
害
対
策
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
用

意
し
て
い
る
。

　
系
統
安
全
で
は
、
安
全
な
電
気
の
流
れ
を

制
御
・
監
視
、
さ
ら
に
機
器
を
点
検
す
る
役

目
を
果
た
す
各
種
の
機
械
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
直
流
回
路
の
地
絡
を
検
出

し
、
極
性
の
判
別
を
高
精
度
・
高
感
度
に
行

う
直
流
地
絡
継
電
器
や
、
プ
ラ
グ
イ
ン
式
の

分
離
型
直
流
地
絡
電
流
継
電
器
、
多
回
路
型

同
継
電
器
、
回
路
ご
と
の
絶
縁
抵
抗
値
を
計

測
し
、
同
値
が
低
下
す
る
と
警
報
で
知
ら
せ

る
直
流
回
線
別
絶
縁
監
視
装
置
、
直
流
漏
電

警
報
付
き
配
線
用
ブ
レ
ー
カ
、
往
復
の
負
荷

電
流
の
わ
ず
か
な
差
電
流
を
検
出
す
る
貫
通

型
直
流
地
絡
変
流
器
、
作
業
者
の
安
全
用
に

交
直
両
用
検
電
器
な
ど
の
製
品
が
あ
る
。

　
07
年
に
建
築
設
備
設
計
基
準
が
大
幅
に
改

定
さ
れ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
分
電
盤
な
ど
へ
の
取
り

付
け
基
準
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
需
要
が
拡
大
し
、
製
品
単

価
の
下
落
も
あ
り
雷
害
対
策
機
器
の
普
及
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
建
築
設
計
基
準
改
定
に
伴
い
、
避
雷
器
の

電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
最
大
連
続
使
用
電

圧
量
が
、
従
来
の
２
０
０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
か

ら
５
０
０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
ま
で
に
拡
大
さ
れ

た
。
従
来
２
５
０
Ｖ
対
応
機
器
を
２
台
使
用

し
て
い
た
ケ
ー
ス
で
は
、
５
０
０
Ｖ
対
応
機

器
１
台
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
使
用

者
側
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
04
年
に
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
対
象
に
し
た
Ｊ

Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１
―
１
が
制
定
さ
れ
、
従

来
の
保
安
器
や
避
雷
器
、
ア
レ
ス
タ
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
た
名
称
が
統
一
さ
れ
た
。

　
14
年
に
制
定
さ
れ
た
最
新
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ

５
３
８
１
―
11
で
は
、
多
く
の
試
験
項
目
が

決
め
ら
れ
た
が
、
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
故
障
時
に

お
け
る
安
全
性
確
保
が
強
化
さ
れ
た
。

　
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
多
回
数
の
雷
電
流
な

ど
で
、
短
絡
方
向
に
劣
化
し
て
故
障
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
短
絡
故
障
に

い
た
る
過
程
を
各
段
階
で
再
現
し
て
、
安
全

性
を
確
認
す
る
こ
と
を
求
め
る
試
験
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。

　
16
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
公
共
建
築
工
事

標
準
仕
様
書
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１

―
11
に
対
応
し
た
低
圧
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
使
用
が
記

載
さ
れ
た
。
ま
た
、
分
電
盤
に
設
置
す
る
Ａ

Ｃ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
接
続
箱
に
設
置
す
る
Ｐ
Ｖ
用

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
公
称
放
電
電
流
も
５
kV
以
上
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
15
年
８
月
に
発
行
さ
れ
た
建
築

設
備
設
計
基
準
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
過
電
流

協
調
が
難
し
い
、
配
線
遮
断
器
の
使
用
の
必

要
が
な
く
な
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
の
指
定

す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
分
離
器
の
使
用
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
分
離
器
内
蔵
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。

　
最
近
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
製
品
傾
向
は
、
雷
サ
ー

ジ
の
カ
ウ
ン
ト
機
能
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
を

予
知
す
る
機
能
を
一
体
化
し
た
電
源
用
Ｓ
Ｐ

Ｄ
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
ま
た
、
小
型
化
も
著

し
い
。

　
従
来
、
現
場
で
の
判
断
が
難
し
い
と
さ
れ

て
い
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
判
定
機
能
を
設
け
る

こ
と
で
、
効
率
の
良
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可

能
と
な
り
、
安
全
性
と
保
守
性
双
方
の
向
上

が
図
れ
る
製
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置
場
所
か
ら
遠
方

の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
故
障
状
態
を
送
信
す
る

故
障
監
視
機
能
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
電
源
用
で
は
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発

電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
直
流
（
Ｄ
Ｃ
）
機
器
で

の
短
絡
対
応
と
し
て
、
安
全
側
に
働
く
フ
ェ

ー
ル
セ
ー
フ
機
能
に
よ
る
遮
断
技
術
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
Ⅱ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
状

況
を
把
握
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
接
地
線
に
流
れ
た

サ
ー
ジ
電
流
レ
ベ
ル
や
日
時
な
ど
の
デ
ー
タ

を
記
憶
で
き
る
装
置
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
雷
サ
ー
ジ
な
ど
過
渡
的
な
過

電
圧
を
制
限
し
、
サ
ー
ジ
電
流
を
分
流
す
る

機
能
を
持
つ
。

　
こ
の
製
品
は
、
雷
サ
ー
ジ
侵
入
の
有
無
を

把
握
す
る
従
来
の
サ
ー
ジ
カ
ウ
ン
タ
と
は
異

な
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
直
接
接
続
す
る
こ
と
で
詳

細
な
劣
化
日
時
を
記
録
・
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
電
池
駆
動
で
停
電
時
も
使
用
で
き
、
雷
被

害
要
因
の
特
定
や
事
故
原
因
の
調
査
、
新
た

な
雷
サ
ー
ジ
対
策
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
効
率
化
な
ど
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
動
作
の

見
え
る
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
劣
化
接
点
端
子
を
接
続

す
る
こ
と
で
、
同
端
子
が
動
作
し
た
時
刻
も

記
録
す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
頻
度
や
状

況
も
把
握
で
き
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や

風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
用
、
水
処
理
施
設
用
、

デ
ー
タ
監
視
、
遠
隔
監
視
な
ど
、
幅
広
い
用

途
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
テ
レ
ワ
ー
ク

や
リ
モ
ー
ト
会
議
・
営
業
が
急
速
に
増
加
し

た
こ
と
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
一
般
家
庭
で
の
採
用

も
増
え
て
い
る
。
た
だ
、
雷
害
対
策
と
し
て

電
気
工
事
の
有
資
格
者
に
よ
る
専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
が
、
最
近

は
設
置
に
電
気
工
事
の
資
格
が
不
要
な
製
品

も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　
落
雷
対
策
が
各
方
面
で
進
む
中
で
、
周
辺

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
充
実
し
つ
つ
あ
る
。

「
落
雷
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
気

象
情
報
を
基
に
、
落
雷
位
置
を
検
出
し
て
そ

の
情
報
を
配
信
し
、
落
雷
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
。
実
際
に
落
雷
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調

査
し
、
「
落
雷
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
落
雷
に
よ
る
被
害
レ
ベ
ル
な
ど

を
事
前
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
診
断
で
き
る
「
雷
リ

ス
ク
診
断
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す

る
だ
け
で
、
工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
雷
リ
ス
ク

が
わ
か
る
。

　
雷
害
の
及
ぼ
す
影
響
を
低
減
す
る
取
り
組

み
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
お
り
、
社
会
生
活

を
支
え
て
い
る
。
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雷
害
対
策
機
器
　
主
要
各
社
の
製
品
紹
介

ケ
ー
ブ
ル
接
続
で
保
護
完
了

昭電

https://www.sdn.co.jp/special/tbp/

ＳＰＤ「サンダーブロッカーＰｒｏ」
　
昭
電
の
「
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ
ー

Ｐ
ｒ
ｏ
」
は
、
業
務
用
機
器
か
ら
パ

ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
各
種
機
器

を
雷
か
ら
保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー

ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
）
で
、
３
タ
イ
プ

が
完
備
。
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ
ー
Ｐ

ｒ
ｏ
を
雷
か
ら
保
護
す
る
機
器
の
ケ

ー
ブ
ル
に
接
続
す
る
だ
け
で
取
付
配

線
が
完
了
す
る
た
め
、
電
気
工
事
の

資
格
を
必
要
と
せ
ず
誰
で
も
簡
単
に

機
器
の
雷
害
対
策
が
可
能
。

　
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ

Ｂ
Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
を
接
続
す
る
だ
け

で
Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
に
接
続
す
る
全
て
の

機
器
を
雷
か
ら
保
護
で
き
る
。
万
が

一
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
性
能
を
超
え
る
過
大
な

雷
が
通
過
し
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
損
傷
し

な
い
よ
う
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
定
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

分
離
器
を
内
蔵
し
て
い
る
。

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｌ

Ａ
Ｎ
」
は
、
雷
の
侵
入
が
想
定
さ
れ

る
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
と
機
器
側
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
本
製
品
に
接
続
す

る
だ
け
で
Ｐ
Ｃ
、
監
視
カ
メ
ラ
等
を

雷
か
ら
安
全
に
保
護
す
る
。
電
源
コ

ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
２

Ｐ
Ｅ
」
と
連
結
す
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な
く
電
源
線
か

ら
侵
入
す
る
雷
か
ら
も
機
器
を
保
護

可
能
。

　
テ
レ
ビ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｔ

Ｖ
」
は
、
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
ケ
ー
ブ

横
幅
２
分
の
１
に
小
型
化

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

電源用サージ保護機器クラスⅠ「ＦＬＴ―ＭＢ」
　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

は
、
電
源
用
サ
ー
ジ
保
護
機
器
（
Ｓ

Ｐ
Ｄ
）
ク
ラ
ス
Ⅰ
と
し
て
、
カ
ー
ボ

ン
ス
パ
ー
ク
ギ
ャ
ッ
プ
式
の
「
Ｆ
Ｌ

Ｔ
―
Ｍ
Ｂ
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

　
新
技
術
の
カ
ー
ボ
ン
ス
パ
ー
ク
ギ

ャ
ッ
プ
は
、
小
型
か
つ
堅
牢
で
あ
る

こ
と
が
最
大
の
特
長
だ
。
１
極
あ
た

り
の
幅
は
18
㍉
㍍
と
、
当
社
従
来
比

で
半
分
の
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

保
護
性
能
（
雷
サ
ー
ジ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
応
）
は
規
格
要
件
の
２
倍
以
上

あ
り
、
連
続
し
た
複
数
の
雷
に
も
対

応
す
る
。
素
子
の
劣
化
も
な
く
堅
牢

な
保
護
が
可
能
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
パ
ー
ク
ギ
ャ
ッ
プ
式

の
ク
ラ
ス
Ⅰ
は
、
一
般
的
に
ク
ラ
ス

Ⅱ
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
バ
リ

ス
タ
式
と
協
調
が
良
い
。
ス
パ
ー
ク

ギ
ャ
ッ
プ
は
大
電
流
の
放
電
が
可
能

な
う
え
、
ひ
と
た
び
放
電
を
開
始
す

る
と
電
圧
を
非
常
に
低
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
後
段
に
あ
る
バ
リ
ス

タ
の
制
限
電
圧
よ
り
も
電
圧
を
低
く

す
る
こ
と
で
、
バ
リ
ス
タ
の
保
護
動

作
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
、
放
電

に
よ
っ
て
進
行
す
る
バ
リ
ス
タ
の
劣

化
も
軽
減
す
る
。
こ
の
た
め
、
よ
り

堅
牢
な
過
電
圧
保
護
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
。

　
直
撃
雷
対
応
で
は
必
須
と
な
る
電

源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ク
ラ
ス
Ⅰ
と
し
て
、
Ｆ

Ｌ
Ｔ
―
Ｍ
Ｂ
は
最
適
な
製
品
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

誘
導
雷
の
電
圧
を
極
限
ま
で
低
減

相原電機

https://www.e-aiharadenki.co.jp/

耐雷トランス「ＳＳＴシリーズ」
　
相
原
電
機
が
開
発
し
た
耐
雷
ト
ラ

ン
ス
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
高

い
雷
サ
ー
ジ
の
低
減
機
能
や
、
配
線

作
業
の
し
や
す
さ
で
ユ
ー
ザ
ー
の
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る

　
近
年
、
Ｆ
Ａ
機
器
も
通
信
機
能
の

搭
載
が
当
た
り
前
に
な
り
、
機
能
の

高
度
化
も
進
み
、
落
雷
、
サ
ー
ジ
の

影
響
に
よ
る
電
子
機
器
被
害
が
増
加

し
て
い
る
。
特
に
誘
導
雷
は
、
近
く

の
樹
木
な
ど
に
落
雷
し
て
も
、
建
物

の
中
の
電
子
機
器
に
被
害
を
与
え

る
。

　
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

使
用
し
た
電
界
分
布
を
解
し
合
理
的

に
雷
サ
ー
ジ
を
低
減
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
誘
導
雷
電
圧
を
１
０
０
０
分
の

１
に
低
減
す
る
。

　
新
型
サ
ー
ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
（
Ｓ

Ｐ
Ｄ
）
を
採
用
、
巻
線
・
シ
ー
ル
ド

工
法
に
よ
り
小
型
化
を
両
立
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
硝
子
端
子
を
な

く
し
、
端
子
台
を
合
理
化
、
ブ
ロ
ッ

ク
型
に
す
る
こ
と
で
配
線
作
業
が
し

や
す
く
な
っ
た
。

　
相
数
は
単
相
で
、
周
波
数
50
／
60

対
応
。
絶
縁
種
別
は
Ｂ
種
。
容
量

は
、
５
０
０
Ｖ
Ａ
か
ら
３
ｋ
Ｖ
Ａ
ま

で
５
タ
イ
プ
。
電
圧
仕
様
は
Ｆ
１
１

０
―
Ｒ
１
０
０
／
１
０
０
、
Ｆ
２
２

０
―
Ｒ
２
０
０
／
１
０
０
、
Ｆ
２
２

０
―
Ｒ
２
０
０
／
２
０
０
の
３
タ
イ

プ
が
完
備
。

サ
ー
ジ
に
弱
い
電
子
機
器
保
護

スワロー電機

https://www.swallow.co.jp/

耐雷トランス「ＳＳＣ／３ＳＣシリーズ」
　
ス
ワ
ロ
ー
電
機
は
、
雷
な
ど
の
サ

ー
ジ
か
ら
機
器
を
守
る
単
相
複
巻
耐

雷
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
、
サ
ー
ジ
吸
収

素
子
な
ど
を
搭
載
し
た
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
／

３
Ｓ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
の
販
売
に
注
力

し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
／
３
Ｓ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
、

サ
ー
ジ
吸
収
素
子
・
避
雷
器
・
コ
ン

デ
ン
サ
付
き
の
ト
ラ
ン
ス
で
、
雷
に

よ
っ
て
発
生
す
る
サ
ー
ジ
を
減
衰
さ

せ
、
サ
ー
ジ
に
弱
い
電
子
機
器
を
安

全
に
保
護
す
る
。

　
通
信
・
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
電

源
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
・
電
光
表

示
盤
の
電
源
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
装
置
な
ど

高
い
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途
で

使
え
る
。

　
単
相
複
巻
で
、
容
量
は
１
ｋ
Ｖ
Ａ

〜
20
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で
10
タ
イ
プ
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
特
注
品
に
対
応
が
可

能
。

　
ま
た
、
三
相
複
巻
の
「
３
Ｓ
Ｃ
シ

リ
ー
ズ
」
は
、
容
量
が
10
〜
30
ｋ
Ｖ

Ａ
ま
で
３
タ
イ
プ
が
あ
り
、
特
注
品

に
も
対
応
で
き
る
。

　
同
社
は
電
源
ト
ラ
ン
ス
の
専
門
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い

や
す
さ
や
省
工
数
を
考
慮
し
た
製
品

を
販
売
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
電
源
ト
ラ
ン
ス
「
Ｃ

Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
出
力
コ
ン

セ
ン
ト
（
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
）
、
照
明

（
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
、
電
流
保
護

（
サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
）
を
一

体
化
し
た
製
品
を
開
発
し
て
い
る
。

ル
と
機
器
側
の
ケ
ー
ブ

ル
を
本
製
品
に
接
続
す

る
だ
け
で
テ
レ
ビ
や
チ

ュ
ー
ナ
、
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
等
を
雷
か
ら
安
全

に
保
護
。
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ

Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
と
連
結

す
る
こ
と
で
、
ア
ン
テ

ナ
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な

く
電
源
線
か
ら
侵
入
す

る
雷
か
ら
も
保
護
可

能
。

URL　https://www.e-aiharadenki.co.jp/
E-mail　senta@e-aiharadenki.co.jp　



２０２４年（令和６年）９月４日　　　（6）

材の活躍を目指し、重量物の運搬を補助するロボット
装置を用いるなど作業する社員の負担軽減を進めた。

■�トランザクショングループのクラフトワー
ク、埼玉県北葛飾郡の第2工場の竣工

　トランザクショングループのクラフトワークは、生
産能力の拡大と印刷品質の高度化を目的として建設を
進めてきた第2工場を竣工した。
　同工場では、最新のフルカラー印刷設備を導入し、
特に需要が伸びているエンタメ・推し活向け物販品の
生産を強化する。人・物の動線を徹底的に追及した工
場レイアウトの最適化により、生産性を向上させる。
鉄骨造地上2階。延床面積は1860平方㍍。

■�東邦ガス、愛知県知多市の知多緑浜工場の水
素製造プラントの運転開始

　東邦ガスは、知多緑浜工場の水素製造プラントの運
転を開始し、水素供給を始めた。
　同プラントは、1.7㌧/日の水素製造能力を有し、製
造した水素は、モビリティ（水素ステーション）・熱
分野・工業用原料など、さまざまな用途向けに供給す
る。今後、水素需要の拡大に合わせて当プラントの拡
充を検討し、水素製造過程におけるカーボンリサイク
ル技術の活用についても検討を進め、当地域における
水素サプライヤーとしての地位確立を目指す。

■�住友化学、千葉県袖ケ浦市の千葉地区新研究
棟「MEGURU」が稼働開始

　住友化学は、千葉地区（千葉県袖ケ浦市）で建設を
進 め て い た 新 研 究 棟 「 I n n o v a t i o n  C e n t e r 
MEGURU」が竣工し、稼働を開始した。
　同社は、石油化学関連事業について環境負荷低減技
術による価値創造に大きく舵を切っており、同研究棟
はそれらの技術に関わる研究組織を千葉地区において
集約・強化するためのもの。これまで筑波地区や大阪
地区に配置して
いた、スーパー
エンジニアリン
グプラスチック
や機能化学品な
どの研究に関わ
る人材や設備を
移管、集約し、
社内外の連携を
一層強化できる
体制を整備し、
次世代のモビリティ材料や高速移動通信システム向け
材料など、新素材の早期創出につなげていく。
　地上7階建、延べ床面積は、約1万9000平方㍍。

■�豊通ソーテック、兵庫県赤穂市でアルミサッ
シのリサイクル新工場を建設

　豊通ソーテックは、兵庫県赤穂市にアルミサッシス
クラップの選別加工を行うリサイクル新工場を建設す
る。2025年8月の生産開始を予定。
　同工場では、西日本の市中から集荷したアルミサッ
シスクラップ原料の異物を除去し、リサイクルアルミ
原料に加工する。加工されたリサイクルアルミ原料
は、建材メーカーなどに供給され、アルミ資源の循環
を実現する。
　敷地面積は約1万9000平方㍍。

国内

■�IMV、大阪本社内に多目的試験所を新設
　IMVは、大阪本社に多
目的試験所を新設する。
　新試験所は、対応困難な
試験をターゲットとし、顧
客の試験ニーズに応じた適
切な試験手法や試験装置の
提案、コンサルティングを
行う。試験手法や試験装置、解析手法の選定は顧客と
の協議を通じて行い、必要に応じて新規開発も行う。
顧客の製品やプロジェクトに対して、最適な試験ソリ
ューションを提案し、試験計画の立案から実施、結果
の解析まで一貫したサポートを提供する。
　2024年12月オープン予定。面積は、500平方㍍。設
備投資額は約5億2000万円。

■�日本製麻、富山県砺波市のレトルト製品製造
の北陸工場を増設

　日本製麻は、ボルカノ食品事業におけるレトルト製
品の製造能力の増強を図るため、富山県砺波市の北陸
工場の製造設備を増設する。総投資額は約10億1000
万円。2025年度上期の稼働を予定している。
　同工場は、ボルカノ食品事業において、パスタ製品
とレトルト製品の製造を担っており、近年は製造設備
の経年劣化、特にレトルト製造設備は生産能力の不足
が問題となっていた。顧客からの受注増への対応、世
界的なレトルト製品の需要増加に対し、レトルト製品
の製造設備を増強する。

■�Jパワー、北海道三笠市に水力発電所「いく
しゅんべつ川発電所」を建設

　Jパワー（電源開発）は、いくしゅんべつ川発電所
（北海道三笠市桂沢）の建設工事を開始した。
　同発電所は、北海道開発局の新桂沢ダムから放流し
ている未利用の河川維持流量を活用し、ダム直下左岸
に最大出力490㌔㍗の発電所を建設するもの。2026年
度運転開始（予定）。

■�大塚製薬、徳島県徳島市の徳島第二工場内に
カロリーメイトブロックの製造ラインを新設

　大塚製薬は、徳島県徳島市の徳島第二工場内にカロ
リーメイトブロックタイプの製造ラインを新設し、6
月24日から稼働を開始した。これにより同製品の生

した。上田
第二工場は
電子回路基
板や回路配
線板の検査
のための自
動試験装置
の開発、生
産、販売・
サービスに
関する事業活動を行なう。
　建屋は鉄骨3階建てで、1階と2階が主に生産フロ
ア、デモエリアとして使用され、3階には開発および
販売担当者の執務スペースとレストランを設置。
　サステナビリティの観点から屋根や外装の基材、外
装建具などについてリユース資材を使用し、2324㌧
のCO2排出量を削減（構造躯体のみ抜粋し算定）。ま
た、レストランで使用される食器にはバイオマス食器
を採用したほか、厨房機器はオール電化対応とした。
　敷地面積は、1万825平方㍍。延床面積は、4901平
方㍍（3階建て）。

■�サイプレス・スナダヤと中部電力、北海道釧
路市に住宅用木構造材の新会社・新工場設立

　サイプレス・スナダヤと中部電力は合弁で、北海道
釧路市に住宅用木構造材の生産・販売を行う新会社・
釧路ウッドプロダクツを設立し、国内最大級の製材工
場を新設する。
　2024年10月頃に合弁会社を設立し、2025年5月に欧
州製の製材機械、木材人工乾燥装置および集成材製造
ラインなどを備えた製材、集成材の製造工場を着工
し、2027年4月に完成、稼働を計画している。

■�アイリスオーヤマ、佐賀県鳥栖市の鳥栖工場
でパックごはんと炭酸水の本格生産を開始

　アイリスオーヤマは、鳥栖工場（佐賀県鳥栖市）で
パックごはんと炭酸水の本格生産を開始した。同工場
は西日本における食品の生産・物流拠点、ASEAN含
むアジア圏への輸出拠点となる。
　今回、鳥栖工場で食品の本格生産を開始すること
で、パックごはんは角田工場（宮城県角田市）と合わ
せた2工場で計6ライン体制、日産約120万食の生産能
力となり、今後鳥栖工場で稼働予定の2ライン目を加
えると日産約140万食となる見込み。
　炭酸水は、国内3工場で計4ライン体制、1時間当た
りの生産能力は約9万4000本に上り、今後さらなる増
設を計画している。
　鳥栖工場は、同事業を活用してパックごはんの設備
を導入し、ASEAN含むアジア圏への食品の輸出拠点
と位置付け、2030年のパックごはんと飲料水の輸出
額 は そ れ ぞ れ 、
30億円と50億円
を見込む。
　今後、国内7拠
点の食品工場の生
産設備増設により
生 産 体 制 を 増 強
し、さらなる生産
拠点の増設も視野
に入れ、2030年
に は 食 品 事 業 で
1000億円、うち
輸出額100億円の
売上を目指す。

産能力は、既存工
場との合計で従来
の1.5倍となる。
　新設した製造ラ
インでは、新たな
MESやIoTを導入
し、製造・品質管
理の向上を目指す
とともに、省エネ
ルギー化とCO2排
出量削減に向け、
環境に配慮した製
造機器を採用。さ
らに、女性をはじ
めとする多様な人

■�沢井製薬、福岡県飯塚市の第二九州工場新固
形剤棟が竣工

　沢井製薬は、福岡県飯塚市に新しく建設した第二九
州工場の新固形剤棟（ステップ1）が竣工した。PQ、
PVを経て、2024年12月より製品出荷を開始する。生
産能力は20億錠。
　同棟は、各
製造工程（入
荷～出荷）を
管理し製造活
動をサポート
する製造管理
シ ス テ ム の
M E S 、 品 質
に関わる試験
や設備を管理する品質管理システムのLIMS、工場全
体の資源を一元管理するシステムのERPを導入し、
ヒューマンエラーや不適切な製品出荷を防ぐための技
術を備えている。さらに逸脱や変更管理など予告なく
発生する品質イベントを管理する品質イベント管理シ
ステムも2024年度中に導入予定。
　今後、生産能力をさらに強化するため、新固形剤棟
内に製剤および包装設備を設置するステップ2を進め
ていく。ステップ2で生産能力はさらに15億錠増加す
る予定。
　敷地面積は6万410平方㍍（第二九州工場全体）、
延床面積は、3万597平方㍍（建設工事後の新固形剤
棟）。鉄骨造7階建。

■�カルビー、広島県広島市のせとうち広島工場
が完成。2025年1月から順次操業開始

　カルビーは、せとうち
広島工場（広島県広島市
佐伯区）の建設工事が完
了し、2025年1月から順
次操業を開始する予定。
　カルビーグループは、
成長戦略「Change2025」にて、国内コア事業におけ
る次世代型工場の基盤構築を掲げており、同工場は、
優れた環境性能・生産性向上・作業環境改善を実現す
る最新鋭マザー工場として、既存拠点および関東エリ
アに建設予定の新工場（茨城県下妻市）とともに、国
内地域間の需給バランス全般の最適化と効率的なサプ
ライチェーンの実現を目指す。

■�ネツレン、愛知県刈谷市の刈谷工場に設備投
資

　ネツレン（高周波熱錬）は、熱処理受託加工の重要
拠点の一つである愛知県刈谷市の刈谷工場で、生産性
向 上 、 生 産 能 力 増 強 、 収 益 性 向 上 を 目 的 と し た
「REBORN刈谷」と称する工場再編プロジェクトを
開始し、プロジェクト第1弾として、シャフト焼入装
置とCVJ焼入焼戻装置の新規熱処理設備を導入する。
同設備の稼働により、顧客からの生産能力増強ニーズ
に応え、生産能力は約1.2倍の向上を見込む。投資金
額は約5億円。2025年10月稼働予定。

■�日置電機、長野県上田市の上田第二工場が稼
働

　日置電機は、環境整備工事を進めてきた上田第二工
場（長野県上田市）に生産の一部を移し、稼働を開始

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB�URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/
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